アイゼンハワー政権の対ラテンアメリカ援助政策とボリビア革命 : MNR革命政権への初期の対応をめぐって（1953年1月～5月） by 上村 直樹

















1）1952年ボリビア革命に関しては，［Alexander 1958］以来多数の研究があるが，特に［Klein 1969］，［Malloy 
1970］を参照。MNRは，ボリビアが世界恐慌の衝撃とパラグアイとのチャコ戦争（1932―35年）での事実上の敗
北を契機に 1930年代半ば以後革命的状況を呈し始め，左派のトロツキスト派共産党 POR（Partido Obrero 









2）1952年から 1964年の革命政権崩壊までの 12年間の米国の援助総額は，3億 8千万ドルにのぼり，一人当たりで






























村 1996：66―67］。革命政権が対米関係で特に重視した点の一つが米国内での広報ロビー活動であった［Andrade a 
Guevara: “Firma Relaniones Publicas,” 1 de abril, 1953, Recuerudo, #116, Nota No. 89, BMREC］。
5）ボリビア革命に対する米国の政策に関する研究として，［Blasier 1971］，［Blasier 1976］，［Kamimura 1991］，


























置 か れ た［NSC 144/1: “United States Objectives and Courses of Action with Respect to Latin 
America,” March 18, 1953, in FRUS, 1952―54, IV: 6―7］8）。NSC144/1に対する 1953年 7月 23日付け
の最初の実施状況報告では，新政権の最初の 6ヶ月間に政権首脳のラテンアメリカへの高い関心を
示す具体例として，パンアメリカン・デー（4月 14日）を記念する米州機構（OAS）理事会での
大統領の演説等を列挙し，その成果を誇っている［Memorandum（以下Memoと略） from Under 
Secretary of State Smith to the Executive Secretary of the NSC, Lay: “First Progress Report on NSC 
144/1, United States Objectives and Courses of Action with Respect to Latin America,” July 23, 1953, 



















削られた［Zoumaras 1987: 156―57; Kaufman 1978: 153―65; Ambrose 1984: 118］。国務省は，対外援
助プログラムの確保に躍起となったが，米州担当の新国務次官補ジョン・キャボットによれば，「対
外援助全般の将来」が「暗かった」のであり，元来優先順位の低いラテンアメリカに対する援助の
確保は特に困難であった［Memorandum of Conversation （以下 MCと略）by Cabot, Hudson, 














































































いた［NSC 5407, February 17, 1954, FRUS, 1952―54, IV: 213; Memo from Waugh to Dulles, October 























く解放される」ことになろうと締めくくっている［Dwight D. Eisenhower to Milton Eisenhower, 




11）トルーマン政権の援助政策に関するラテンアメリカ側の批判に関しては，［Dozer 1959: 226―73; Trask 1977］を参
照。
12）輸出入銀行をめぐる論争とラテンアメリカに対する政権当初の経済政策については，［FRUS, 1952―54, IV: 197―
















































突然の「爆弾メッセージ」として大きなショックを与えた［McDonald to Mann, March 9, 1953, 
FRUS, 1952―54, IV: 522; Telegram（以下 Telと略）274 from Sparks to Department of State（以下





223 from Dulles to Sparks, March 12, 1953, FRUS, 1952―54, IV: 522―23］。翌 3月 13日には，キャボッ
ト国務次官補もワシントンでアンドラーデ大使に対し，RFC決定は「政治的なものではない」と





述べたが，こうした RFCの立場は，財務省とハンフリー財務長官の強い支持を得ていた［Tel 233 
from Dulles to Sparks, March 12, 1953, FRUS, 1952―54, IV: 522―23］。
13）MNR政権は，全国的労働組合連合である COB（Central Obrera Boliviana）とともに「共同政府」として，革命
開始後 1年半の間に普通選挙（1952年 7月），錫を中心とする大規模鉱山国有化（1952年 10月），軍部の縮小と改











ことを国務省側が提案し，アンドラーデ大使も了承していた［Memo by Mann to Bruce: “Agreement to Negotiate 







前向きの取り組みを促していた［Tel 173 from Acheson to Sparks, January 9, 1953, FRUS, 1952―54, 























大幅な政策変更につながる圧力を生み出した」と述べた［Tel 300 from Sparks to Dulles, May 7, 
1953, FRUS, 1952―54, IV: 527―28］。スパークスは，52年 11月に協議のためワシントンに戻った際に，
補償問題と協定問題とを結びつけて，懸案の早期解決を図るという国務省の新提案の作成に貢献し






困難になると述べているが，ここでの「障害」とは国有化補償問題である［MC by Cabot, Hudson, and Andrade, 












た動きを察知してアンドラーデの反応も予想していた［Tel 173 from Acheson to Sparks, January 9, 

























16）以下のラテンアメリカ及び他の第三世界における国有化に関する議論は，主に次の著作に基づく [Krasner 1978]; 



































であろう」と結論付けた［Desp 644 from Sparks to DS, April 11, 1953, NA 724.00/4―1153］。実際，
18）報告書の抜粋は，［Despatch（以下 Despと略）644 from Sparks to DS, April 11, 1953, NA 724.00/4―1153］を参照。
19）ボリビア側の定義によれば，「善意の米国人株主」とは，1952年 4月 9日以前にパティーニョ株を取得した者で
あり，それ以後，革命政権は，鉱山国有化を「明確に断固として」表明していたためとされた［Desp 644 from 




























1984: 64; Desp 503 from US Embassy in La Paz（以下 LPと略） to DS: “Bolivian Highlights, January 




















































































るボリビアも含めた比較研究については，［Wilkie 1974: 1―26; Royal Institute of International Affairs 1962］を参照。
ボリビアの農地改革には，ドワイト・ヒースが多数の研究を行っているが，特に［Heath 1959a; Heath 1959b; 
Heath et al. 1969］を参照。
24）シレスの声明については，［Desp 747 from Rowell to DS: “Vice President Siles Zuazo Explains Bolivian Policy 








をめぐっては「共産主義勢力」が主導権を握る恐れがあると懸念を示している［Desp 76 from 










to DS: “Vice President of Guatemala Espouses Views on National Revolution and Land Reform during 























































られる［Greene 1965: 8, 14; Patch 1961: 128」。
27）ソーンによれば，1952年から 54年にかけて，農業生産は 13％減少し，その後も回復が遅れ，革命前の 51年の生
産水準を超えたのは 58年であった［Thorn 1971: 176, 370―71］。ウィルキーによれば，食料輸入は，52年には 2800





のが望ましいと述べた［MC by Hudson, Fishburn, Jackson, and Galarza: “Views of American Labor 









としてこの段階でにおわせる」ことさえためらっていた［Tel 70 from the Secretary of State to the 
US Embassy in Bolivia, September 8, 1952, FRUS, 1952―54, IV: 502―03］。国務省の文書の中には，そ
の後のボリビア援助に関する考えの発展について跡付ける資料を見出すことはできないが，国務省
がこの 1953年 4月 23日のハドソンの最初の言及の後，殆ど 1ヶ月以内という短期間にかなり複雑
な援助パッケージをまとめ上げていることから，国務省の関係者の間で対ボリビア援助に関して，
具体的な検討も進められていた可能性が強い。











復に長期間を要する傷」を負うことになると述べた［Memo from Hudson to Atwood: “Suggested 





金その他の援助でイニシアチブを取るべきである」と述べていた［Desp 699 LP to DS: “Anti-U. S. Campaign 
Stepped Up in Labor Circles,” April 30, 1953, NA 611.24/4―3053］。また省内の金属鉱物課長としてボリビアとの錫交
渉に関わってきたハーラン・ブランブルは，5月始めにボリビアに対する同様な経済援助を提起した［MC by 














的に示す」ことになると結論付けた［Memo from Hudson to Atwood: “Suggested Approach to the 














































立し，その経済的ナショナリズムと衝突せざるをえないものも含まれていた［Memo from Hudson 































スミス次官に正式な援助計画案を提出することが決められた［MC by Mann, Atwood, Hudson, 
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カ政策及び援助政策の中にボリビア政策を位置づけ，政権成立直後の 1953年 1月から 5月までの時
期について対ボリビア援助を推進する国務省に焦点をあて，両国の一次資料を用いてアイゼンハワー
政権初期の援助決定プロセスを歴史的に検証する。
